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第2769回 村山年度 第35回 会報 2017 3-22 司会 石山桂子君 

欠席の場合は当日 9 時 30 分までに次のいずれかにご連絡を。電話 62-0128、FAX62-1076 （以上石山桂子） 
                          メール  qqvn2bz9k@sound.ocn.ne.jp 

出席報告  出席委員会  藤崎善隆君 （出席規定の免除会員数5名） 

例会日 会員数 出席数 欠席数 出席率 MU 数 修正出席率 

本日 3月22日 38(5) 26(2) 12(3) 74.3% 

前回 3月15日 38(5) 28(4) 10(1) 75.6% 7人 94.6% 

 皆様、今日は。本日は、去る3月18日宇都宮グラ
ンドホテルで開催された、地区社会奉仕研究セミ
ナーについてご報告したいと思います。 
 私と室井次男社会奉仕委員長の2名で出席しま
した。「奉仕理念と実践活動」をテーマに、第2680
地区パストガバナーの石井良昌さま（尼崎西ロー
タリークラブ）による講演会並びに質疑応答という
形式行われました。色々なお話がございましたが、
資料がなく午後の睡魔に襲われ、うる覚えですの
で不正確な面もございますが、その範囲でお話し
させていただきます。また、若干、私見も含まれて
いますので、ご容赦いただければと思います。 
 テーマの最初の部分「奉仕理念」については、
利己的な欲求と他人への思いやりといった相反す
る感情を和らげようとする考え方だそうで、ロータ
リーで有名な言葉「最もよく奉仕する者、最も多く
報われる。」「超我の奉仕」がこれに当たります。こ
こで使われている「奉仕」は、過日、月江寛智会員
のお話の中にありましたように、もともとロータリー
クラブというのは、当時の乱れた職業倫理を正し、
クラブ会員の職業利益を増進することが大きな目
的でしたので、職業奉仕と理解するといいと思い
ます。ボランティアという意味ではありません。それ
が証拠に、定期的にクラブ会員間の取引状況 

を報告する義務があったそうです。 
 それが1930年代後半から「他人のことを思いやり、
他人のために尽くすことを通じて、ロータリアンは自
らの職業規範を高めながら、国際理解と親善と平
和を推進するために、自らの地域社会に役立つよ
う努力する。」これは誰が言ったか定かではないそ
うですが、職業的奉仕活動から人道的奉仕活動へ
と考え方が変化したというか、発展したと言うべきで
しょうか。 
 ロータリーでいう奉仕が解りずらい理由は、職業
奉仕と人道的奉仕とではその意味が違うということ
なのではないでしょうか。もちろん職業奉仕がロー
タリーの原点ですが、その奉仕は「商取引」で人道
的奉仕は「福祉活動」と理解すると解りやすいのか
なと思いました。それが今や人道的奉仕活動がク
ローズアップされ、ロータリーの奉仕の理念も「他
人のことを思いやり、他人のために尽くすこと」が主
流の考え方になったというふうに理解したところで
す。もちろん、ロータリーの肝は職業奉仕でござい
ますので、その倫理を弛まず向上し、事業活動を
維持継続することが最も重要であることは些かも揺
るぎません。 
 次に、実践活動についてですが、フィリピン、カン
ボジア、ネパールやタイでの識字率向上活動及び
人材育成活動についてのお話しがございました。
図書館の建設及び書籍の寄付あるいはパソコンや
プロジェクターの利用ノウハウの教育、学校の建設、
看護師養成学校の建設及び看護師育成のための
留学生受入れや現地での継続的な教育、そして、
交流・協力の際は、日本のインターアクト等も同行
し、若い人材の育成を図り、次世代へのスムースな
引き継ぎも念頭に置いておられるとのことでござい
ました。 
 以上、地区社会奉仕研究セミナーのご報告とい
たします。ご清聴有難うございました。 
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○ 那須塩原市海外姉妹都市交流事業に係る派
遣要員応募の件 
村山茂会長より3月15日開催の臨時理事役員
会の承認のもと、FAX及びMailにて希望者を
募った結果について、只今よりその確認を行
う旨を述べ諮るに、相馬征志会員より、黒磯ク
ラブとして派遣するのであるから、会長幹事等
それなりの役職者を派遣すべきとの意見が出
された。その他、希望者、意見等を求めるに
無く、村山会長より相馬征志会員の意見を踏
まえ、その人選については理事役員会に一任
することで了承を求めるに、異議なく了承され
た。 

クラブ協議会 

第2回臨時理事・役員会の報告です。 
 平成29年度那須塩原市海外姉妹都市交流事

業の件 
那須塩原市より市内ロータリークラブ（黒磯・
西那須野・塩原）から1名の参加要請があった
事の報告と、それに対して黒磯クラブとして、リ
ンツ市のロータリークラブとの提携も念頭に、
クラブ員の派遣並びにその経費の全額をクラ
ブ負担とする事が上程されました。その結果ク
ラブ員の派遣につきまして、承認をいただきま
した。また、負担金につきましては、派遣者に
対する負担金300,000円のうちクラブ負担を
200,000円として、承認されました。また、次年
度会長の高木茂くんの同意を得ております。 

第35回幹事報告です。 
 第11回那須塩原ハーフマラソン実行委員会よ

り第4回委員会の議事録が届きました。室井次
男社会奉仕委員長にお渡しいたしました。 

 ガバナー事務所よりロータリーリーダーが届き
ました。ただいま回覧しております。 

 同じくガバナー事務所より、台湾で開催されま
す第18回ロータリー国際囲碁大会の案内が
届きました。回覧しております。 

 大田原ロータリークラブより会報が届いており
ます。回覧しております。 

 次週3月29日はリフレッシュ休会となります。お
間違えの無いようにご注意下さい。 

委員会報告 髙木茂 副会長 

 本日は担当である荒井副会長が欠席ですので、
私が委員会報告を申し受けます。報告のある委員
会は挙手願います。 

IM記念誌発行委員長 稲垣政一君 

 IM記念誌発行委員長の稲垣でございます。遅く
なりましたがIM記念誌が完成しました。各自のレ
ターボックスに投函しましたのでお持ち帰り下さい。 

津久井誠二君 

 皆さん今日は、本日のスマイルボックスはござい
ませんが、瀬尾委員長より一言預かっております。 
 スマイルボックスもいよいよ第4コーナーに差し掛
かってまいりました。4 5 6 7最後の皆様の追い
込み期待しております。 

米山記念奨学会委員 
檜山 達郎君 

 米山記念奨学事業の歴史は、50年以上前にさか
のぼり、敗戦後の復興が続く昭和27年、日本の 
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次回例会          平成 29 年 4月 5日      担当 出席委員会 
 

近隣クラブ例会日 
  火曜日  西那須野/いとう屋 0287-36-0028 

近隣クラブ例会日 
  木曜日  大田原/ホテル龍城苑 0287-24-2525 

  木曜日  塩原/塩原カントリークラブ 0287-35-2211   木曜日  那須/ホテルエピナール那須 0287-78-6000 
  木曜日  大田原中央/勝田屋記念会館 0287-23-4165   金曜日  黒羽/ホテル花月 0287-54-1105 

3月22日欠席(敬称略) 
荒井昌一・鈴木隆子・小野安正・秋葉秀樹 
時庭稔・髙木慶一・遠藤清和・大森貞男 
深町彰・佐藤博・室井次男・安藤讓治 

前回 3月15日分メークアップ(敬称略) 
安藤讓治・神山徳久・鈴木久雄・豊田哲司 
藤崎善隆・室井次男・大島三千三 

会報委員会：稲垣政一・鳥居輝一・秋間 忍・髙木慶一・安藤讓治 

ロータリーの礎を築いた米山梅吉氏の遺徳を記念
するため東京ロータリークラブによって「米山基金」
が設立され現在に至っている。 

 更に、米山奨学金の最大の特長は、「世話クラ
ブ・カウンセラー制度Jがある事です。 
 一方には、様々な職業人や世代の集まりである
ロータリークラブが、学校や研究だけでは修得する
事が出来ない幅広い分野の人との交流や、日本
文化・習慣の体験の場となり、何より奨学生の日常
をサポートするロータリアンとのつながりが、留学生
を経済的・精神的に支えることです。 
 この様な事を通じて、ロータリー精神を学び、国際
理解を深め日本と母国との懸け橋となるなど国際
親善に尽くす人材を育てることにある。 

 平成27年12月4日
某所において2017
学年度米山奨学生
選考試験を行い32
名の中から新規採
用17名、継続者5名
の22名が合格採用
になりました。試験
委員は3班の編成、1
班は3～4名で行な
われました。 
 これからは、インプ
ラント治療につきまし
て少し時間を頂いて
卓話を終了したいと
思います。 

 プロジェクター画面 
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